
メーデー
スローガン

各
地
区
の
メ
ー
デ
ー
大
会
に
参
加

第
92
回
メ
ー
デ
ー
大
会
は
、
４
月
29
日
（
木
）
に
東
京
地
区
、
香
川
地
区
、

愛
媛
地
区
及
び
高
知
地
区
、
５
月
１
日
（
土
）
に
徳
島
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
の
メ
ー
デ
ー
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
年
は
、
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
、
規
模
を
縮
小
し
て

の
短
時
間
開
催
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
メ
ー
デ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も
数
多
く
の
組
合
員
が
参
加
及
び
視
聴
し

た
。こ

の
う
ち
高
松
市
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
多
目
的
広
場
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
に
は
、
浜
田
香
川
県
知
事
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
の
出
席
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含
む
約
５
０
０
人
（
主

催
者
発
表
）
が
集
結
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
香
川
の
森
会
長
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
命
と
暮
ら
し
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て

１
年
半
が
経
過
す
る
。
こ
の
間
、
立
場
の
弱
い
人
に
色
濃
く
影
響
が
出
て
お

り
、
雇
用
の
確
保
や
生
活
保
障
は
必
要
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
提
供
さ

れ
る
べ
き
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
引
き

続
き
求
め
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
「
今
こ
そ
心
を
ひ
と
つ
に
、
分
断

か
ら
連
帯
へ
。
支
え
合
い
・
助
け
合
い
と
共
生
の
社
会
の
実
現
を
」
と
の
メ
ー

デ
ー
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
メ
ー
デ
ー
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月

１
日
に
入
社
し
た
新
規
採
用

者
１
２
４
名
の
全
員
加
入
を

達
成
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
仲

間
が
加
わ
っ
た
。

新
入
組
合
員
１
２
４
名
は

研
修
終
了
後
、
各
職
場
へ
配

属
と
な
る
。
関
係
す
る
支
部
・

分
会
・
青
年
女
性
会
議
役
員

に
お
い
て
は
、
新
入
組
合
員

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
加
え
て
、

新
入
組
合
員
歓
迎
会
の
開
催

に
つ
い
て
も
協
力
を
要
請
す

る
。

【
新
た
な
仲
間
の
紹
介
】

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

大
西

莉
緒
・
川
崎

真
緒

紀
伊
埜
本
勢
・
木
村

航
太

田
中
竜
太
郎
・
谷
口

翔
一

平
井

達
也
・
赤
松

千
尋

岩
間
優
一
郎
・
岩
本

尚
真

大
島

歩
・
川
畑

直
暉

寒
原

光
里
・
佐
々
木
理
那

神
内

智
幹
・
高
越
な
つ
美

髙
橋
爽
一
郎
・
西
森

大
起

板
東

彩
夏
・
樋
口

菜
摘

平
田

早
希
・
松
尾

元
靖

三
好

創
太
・
山
本

航
大

加
藤

日
菜
・
北
口

寛
也

赤
池

淳
・
阿
部

卓
未

天
野

奏
・
石
田

悠
真

石
原

佑
基
・
石
丸
慶
次
郎

上
谷

和
大
・
内
山

貴
文

尾
方

僚
・
柿
平

悠
里

隂
山

晃
一
・
梶
上

祐
太

春
日

務
・
金
山

悠
太

菊
池

勇
輝
・
木
本

美
波

金

龍
誠
・
楠

直
也

桑
重

湧
人
・
小
原

基
説

坂
口

天
也
・
佐
々
木
康
介

佐
野

真
我
・
佐
野

佑
太

塩
屋

輔
・
神
野
虎
太
朗

関
谷

平
蔵
・
髙
井

智
也

田
垣

智
美
・
髙
木

寅
泰

多
田

芳
希
・
中
山

健
太

西
村
志
緒
梨
・
根
本

裕
史

八
家

郁
弥
・
服
部

航
樹

花
田

大
輔
・
濵
本

英
樹

林

力
・
福
岡
ま
り
や

福
丸

真
哉
・
藤
田
将
大
朗

松
下

翔
太
・
松
田

美
月

水
口

凌
・
三
田

真
実

美
濃

晃
成
・
森
下

蓮
央

山
本
菜
津
美
・
蓬
田

真
菜

渡
邊

大
輝
・
青
木

孝
嘉

青
木

雄
彦
・
河
野

那
奈

芝
原

和
歩
・
竹
村

拓
帆

中
西

真
紀
・
矢
野

滉
喜

宇
土

健
司
・
山
下

修
也

青
木

眞
矢
・
秋
山

直
哉

池
田

健
人
・
石
原

寛
大

糸
口

航
稀
・
植
松

大
地

臼
木

大
遥
・
江
藤

大
介

大
熊

悠
生
・
大
森

雄
斗

岡
田

朋
樹
・
加
藤

翔
貴

川
上
海
玖
空
・
川
西

陽
大

君
田

祐
人
・
清
友

脩
龍

楠

遥
菜
・
槶
原
し
い
な

熊
澤

太
一
・
小
磯

紅
葉

小
林

碧
・
小
松

音
斗

小
山

翔
・
佐
賀

萌
南

坂
上

健
心
・
佐
々
木
博
望

佐
藤

玲
実
・
田
渕

亮
太

福
永

萌
華
・
藤
川

大
輝

藤
本

皇
翼
・
二
神

道
哉

間
﨑

花
帆
・
松
本

憲
信

宮
谷

迅
哉
・
山
内

七
虹

山
室

優
和
・
吉
田

夏
希

新
入
社
員
全
員
加
入
を
達
成

新
た
な
仲
間

１
２
４
名
が
加
わ
る
！

メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６
年

５
月
１
日
、
米
国
の
労
働
者
が

「
８
時
間
は
労
働
に
、
８
時
間

は
休
息
に
、
そ
し
て
あ
と
の
８

時
間
は
自
由
な
時
間
の
た
め
に
」

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち

上
が
っ
た
の
が
起
源
で
あ
る
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
界
の

労
働
者
は
５
月
１
日
を
「
国
際

的
な
団
結
の
日
」
と
定
め
、
１

８
９
０
年
５
月
１
日
、
第
１
回

国
際
メ
ー
デ
ー
が
多
く
の
国
で

開
催
さ
れ
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５
月

２
日
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
東
京
・

上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
て
以
降
、

毎
年
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、

軍
国
主
義
の
高
ま
り
の
な
か
、

１
９
３
６
年
の
「
２
・
26
事
件
」

を
契
機
に
メ
ー
デ
ー
は
全
面
禁

止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー

デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と

と
も
に
再
開
。
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
な
ど
に
深
く
貢

献
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
現
在
の
メ
ー
デ
ー

は
、
米
国
の
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
を
訴
え
た
そ
の

想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
働

く
仲
間
と
お
互
い
を
ね
ぎ
ら

い
讃
え
合
い
な
が
ら
、
家
族

や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
全
国
各
地
で
開
か

れ
て
い
る
。

メ
ー
デ
ー
の
始
ま
り



ＪＲ四国労組青年女性会議
第２９回定期委員会の開催について

１ 日時 ２０２１年７月１７日（土）１４時より

２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋

香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁８１－１

TEL 0877-49-2311

３ 議題 ２０２０年度経過報告

２０２１年度活動方針（案）

その他

ＪＲ四国労組ホームページへアクセスしよう！！

ＪＲ四国労組新聞・各種ニュースなどを

パソコン・スマートフォンで閲覧できます！

アドレス http://jrsu.jrsis.com/

ＱＲコードで今すぐアクセス!! →

第
８
回
本
部
執
行
委
員

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
激
な
拡

大
を
受
け
、
４
月
10

日

（
土
）
書
面
に
よ
る
持
ち

回
り
に
て
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策

に
関
す
る
付
議
に
つ
い

て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

・
「
増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
に
つ
い
て
」
（
Ｊ
Ｒ

四
国
）

・
事
業
計
画
（
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

・
「
ド
リ
ー
ム
高
知
・
徳

島
号
」
の
運
行
系
統
の

廃
止
に
つ
い
て
（
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
２
１
春
闘
（
Ｊ
Ｒ

四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
）

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
の
加
入
に

つ
い
て

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
青
年
女
性
役
員
研
修
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
支
援

に
係
る
改
正
法
案
の
可

決
・
成
立
に
つ
い
て

【
議
事
】

①
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
、

夏
季
手
当
の
妥
結
承

認
に
つ
い
て

②
第
40
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委

員
会
の
開
催
に
つ
い

て

③
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女

性
委
員
会
「
第
25
回

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
」
の

開
催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑤
粟
島
「
城
の
山
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

実
施
に
つ
い
て

⑥
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

・
次
期
（
第
９
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
そ
の
他

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

ＪＲ四国労組「セット共済」

ＪＲ四国労組では、組合員の福利厚生を目的に、

こくみん共済ｃｏｏｐの『ＪＲセット共済（火災共

済・自然災害共済・交通災害共済・団体生命共済・

総合医療共済）』を取り扱っています。

お申し込み・お問い合わせは、

「各支部」または「こくみん共済ｃｏ

ｏｐ」までお願いします。

ユニオンスクール
「ユースコース」を開講します！

５
月
10
日
（
月
）
10
時

40
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
自
動
車
業

務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
で
は
、
２
０

２
１
春
闘
に
お
け
る
交
渉

経
過
、
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
の
２
０
２
０

年
度
決
算
並
び
に
２
０
２

１
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
の
議
事
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
期

に
わ
た
り
厳
し
い
環
境
下

に
お
い
て
の
団
体
交
渉
と

な
る
夏
季
賞
与
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
、
要
求
の
考

え
方
に
つ
い
て
意
思
統
一

を
図
っ
た
。

あ
わ
せ
て
、
今
後
の
団

体
交
渉
に
お
い
て
、
要
求

獲
得
に
向
け
粘
り
強
く
交

渉
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

自
動
車
業
務
委
員
会
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
は
３
月
19

日

（

金

）

、

大

阪

市

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
弥

生
」
に
お
い
て
「
第
19

回
青
年
女
性
役
員
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
た
め
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

同
研
修
会
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
参

加
も
可
能
と
す
る
な
ど

工
夫
し
て
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
青
年
女

性
会
議
か
ら
は
、
池
原

青
女
議
長
を
は
じ
め
５

名
が
参
加
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
後
の
講
義
で
は
、
ま

ず
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長

よ
り
「
社
会
変
容
に
能

動
的
に
挑
み
労
働
組
合

の
役
割
を
発
揮
し
よ
う
」

に
続
い
て
、
中
村
交
通

政
策
部
長
（
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
出
身
）
よ
り
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
産
業

へ
の
影
響
と
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み
」
、
さ
ら

に
今
井
企
画
部
長
よ
り

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
践
に
向
け
て
」
の

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業

の
現
状
を
再
認
識
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
変
革

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
と
し
て
で
き
る
こ

と
、
や
る
べ
き
こ
と
は

何
か
を
考
え
る
場
と
な
っ

た
。そ

の
後
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
労
働
組
合
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
と
今
後
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
」
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
各
職
場
で
の
業

務
の
変
化
や
、
同
世
代

の
組
合
員
に
対
し
て
発

信
し
た
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
グ
ル
ー
プ
単
位
で

の
発
表
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
と
諦
め
る
こ

と
な
く
仲
間
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
な
る
活
動

を
し
た
い
と
の
意
見
が

多
く
挙
が
り
、
青
女
活

動
の
重
要
性
を
再
確
認

で
き
た
。

今
回
の
研
修
会
に
よ
っ

て
参
加
者
の
知
識
が
さ

ら
に
深
ま
る
と
共
に
、

全
国
の
仲
間
が
集
ま
る

こ
と
で
横
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ

た
。

Ｊ
Ｒ
連
合

青
年
女
性
役
員
研
修
会
開
催

ＪＲセット共済はお手頃な掛け金で

● 死亡・入院・手術・通院などを保障します。

● 火災・台風・雪害・地震・盗難災害など、住宅・

家財を総合的に保障します。

公式キャラクター ピットくん


